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高
森
東
小
・
中
学
校
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
５
台
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

左
右
側
面
の
絵
柄
は
異
な
り
、

高
森
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
風

ま
る
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
台
の
塗
色
は
異
な
り
、

目
立
つ
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、
安
全
で
安
心

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

高
森
町
の
公
用
車
に
電
気
自

動
車
（
日
産
リ
ー
フ
）
が
加
わ

り
ま
し
た
。

　

電
気
自
動
車
を
無
償
で
２
年

間
借
り
受
け
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
を
目
指
し
、
普
及
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。
充
電
施
設

も
早
期
充
実
を
図
り
、
利
用
者

が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
整
備

し
ま
す
。

阿
蘇
南ナ
ン

郷ゴ
ウ

檜ヒ

ブ
ラ
ン
ド
化

　

５
月
26
日
（
月
）、
阿
蘇
南

郷
檜
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議

会
の
理
事
会
と
設
立
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

言
葉
を
知
っ
て
い
る
人
は

多
く
て
も
、
実
態
を
知
ら
な

い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
は
根
曲
が
り

が
少
な
く
、
高
齢
に
な
っ
て

も
成
長
が
衰
え
な
い
優
れ
た

特
徴
を
持
つ
ヒ
ノ
キ
で
す
。

阿
蘇
地
域
の
神
社
の
ご
神
木

の
挿
し
木
品
種
で
、
文
化
財

修
復
の
材
料
な
ど
と
し
て
珍

重
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
分
散
的
に
出
材
さ

れ
認
知
度
も
低
く
、
こ
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
林
業
不
振
の

中
で
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
が
埋
没
し

活
か
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

需
要
拡
大
・
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
つ
つ
、
育
林
体
制
を

再
構
築
し
、
阿
蘇
地
域
の
林

業
の
活
性
化
と
林
業
後
継
者

の
育
成
に
繋
げ
る
た
め
で
す
。

●
設
立
総
会
で
は
森
林
総
合

研
究
所
の
鈴
木
信
哉
理
事
か

ら
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
26
年
度
の
事
業
計

画
と
し
て
次
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

◆
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進

　
　

  

指
導
林
家
等
に
よ
る
枝
打
ち

　

  

や
間
伐
等
の
研
修
会
を
開
催
。

　

  

新
た
な
販
路
拡
大
に
向
け
、
銘

　

  

木
市
へ
の
テ
ス
ト
出
品
。

◆
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
整
備

　
　

  

県
の
実
施
す
る
資
源
量
及
び

　

  

流
通
状
況
調
査
に
会
員
及
び
協

  　

議
会
が
協
力
し
て
取
り
組
む
。

◆
施
業
体
系
の
整
理

  　
　

施
業
体
系
の
整
理
を
行
い
、

　

  

育
成
技
術
の
普
及
を
図
る
。

●
阿
蘇
南ナ
ン

郷ゴ
ウ

檜ヒ

ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
協
議
会
で
は
引
き
続
き
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▲総会でナンゴウヒを展示

▲鈴木理事の講演

推
進
協
議
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
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http://www.takaspo.jp/
※スマホ、携帯からでも閲覧可能です。
FBページもぜひご覧ください！

農
業
体
験  

第 　

弾

５月25日（日）のイベント５月 25日（日）のイベント
　

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園

西
側
駐
車
場
横
の
田
ん
ぼ
で

農
業
体
験
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
１
弾
は
【
田
植
え
】
体

験
教
室
で
、
昨
年
同
様
に
町

内
を
は
じ
め
、
町
（
県
）
外

か
ら
も
参
加
者
が
集
い
ま
し

た
。
今
回
は
高
森
保
育
園
の

園
児
も
参
加
し
て
、
終
日
に

ぎ
や
か
に
田
植
え
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は「
腰
が
痛
い
な
ぁ
」「
つ

め
ち
ゃ
っ
」
と
い
う
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
８
月
に
【
野
菜
収

穫
】
を
行
い
ま
す
。
途
中
参

加
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。

サ
ッ
カ
ー
教
室

　

高
森
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
サ
ッ
カ
ー
教

室
を
開
き
ま
し
た
。

　

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
ア
カ
デ

ミ
ー
の
４
名
か
ら
指
導
を
受

け
ま
し
た
。「
高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
」サ
ッ

カ
ー
教
室
の
29
人
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
、
み
ん
な
楽

し
く
元
気
に
練
習
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。

ロアッソ熊本サッカースクールが
はじまりました。生徒（小学４年生
～６年生）を随時募集しています !!
　　　　　◆毎週（月・火・金）
　　　　　◆午後 6時 30分～
　　　　　◆町民グラウンド

◆１

　

６
月
７
日
（
土
）、
全
国
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
が
阿
蘇
の
カ
ル
デ
ラ

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
本
町

を
通
る
百
㎞
コ
ー
ス
は
ウ
ィ

ナ
ス
（
南
阿
蘇
村
）
を
ス
タ
ー

ト
し
、阿
蘇
市
総
合
セ
ン
タ
ー

を
目
指
す
も
の
で
、
九
州
屈

指
の
ウ
ル
ト
ラ
コ
ー
ス
で
す
。

　

本
町
の
難
所
で
あ
る
清
栄

山
（
標
高
お
よ
そ
千
ｍ
）
は

心
臓
破
り
。
高
森
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
生
演

奏
や
地
域
の
ス
タ
ッ
フ
等
の

お
も
て
な
し
で
応
援
を
し
て

い
ま
し
た
。

高ＳＰＯ事務局高ＳＰＯ事務局　☎　☎６２－２９９１６２－２９９１
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高森ＦＩＬＥ
経験による教訓と危機管理

7 .122012
川
な
き
と
こ
ろ
に
水
が
流
れ
、
地
面
を
え
ぐ
り 

―

『バン、バン、バン』大きな音をたてるそれは
トタン屋根を叩きつける大粒の雨でした ― 。

2012 年７月 12 日
上色見地区を中心にかつてない豪雨が襲った。

あれから２年。
あの日を振り返り、災害への意識を見直して
いきましょう。

７月12日、大雨洪水警報が発令されたのは午前０時30分でした。
この時、「今日はよく降るなぁ」と思いながら眠りにつかれたことでしょう。
その５時間後に土砂災害警戒情報が発表されました。（５時45分）
避難勧告が発令されたのは午前９時。土砂災害警戒情報が出されて３時間を過ぎた時でした。

その時、あなたは何をしていましたか？
もしかして、「やっぱり警報が出たばい。みんな何ばしよっとかなぁ」と待機していましたか？
もしかして、「隣ん人は一人暮らしばってん大丈夫かい？」と心配していましたか？
もしかして、この時はまだ警報が発表された事を知りませんでしたか？
もしかして―。

特特    

集集
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近
年
の
大
き
な
豪
雨
災
害

は
、九
州
北
部
豪
雨
災
害
（
平

成
24
年
７
月
）
を
除
く
と
昭

和
63
年
の
５
月
や
平
成
２
年

７
月
の
災
害
が
ま
だ
新
し
い

記
憶
に
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
が
、
本
町
は
避
難
勧

告
を
発
令
す
る
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
九
州
北
部
豪

雨
災
害
時
に
初
め
て
発
令
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
の
防
災
意

識
か
ら
九
州
北
部
豪
雨
災
害

を
経
験
し
た
今
で
は
意
識
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

自
助
…
自
ら
を
守
る
行
動

共
助
…
地
域
や
身
近
に
い
る
人

　
　
　

同
士
が
助
け
合
う
行
動

公
助
…
国
や
地
方
公
共
団
体
に

　
　
　

よ
る
行
動

　

も
う
一
度
、避
難
場
所
（
緊

急
避
難
場
所
）
と
避
難
経
路

を
確
認
し
、
早
め
の
避
難
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

高
森
町
地
域
防
災
計
画
を

国
の
改
正
に
基
づ
き
、
避
難

所
１
か
所
（
両
併
小
学
校
体

水深
流速

1.0 ｍ以上 0.5 ～ 1.0 ｍ 0.5 ｍ未満 避難の可能性の目安

1.0M/ 秒
　　以上 危　険 不可能 困　難 流される可能性がある

ために避難は危険である。

0.5 ～
　  1.0M/ 秒 不可能 困　難 可　能 水深がひざ以上になると

流される危険がある。

0.5M/ 秒
　　未満 困　難 可　能 可　能 水深が腰以上になると

流される危険がある。

危　険…家屋の倒壊・流出の
　　　　恐れがあり、避難は
　　　　不可能

不可能…歩行・避難は不可能

困　難…避難は困難

育
館
）
と
緊
急
避
難
場
所
（
全

13
か
所
）
を
平
成
26
年
改
正

で
追
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
所
在
の
避
難
所
は
、

国
の
補
助
事
業
で
導
入
し
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
風
力
・
太
陽
光
発
電

街
路
灯
に
よ
り
、
発
電
と
蓄

電
機
能
で
停
電
時
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地　区 避難所 緊急避難場所

高　森

高森中央小学校体育館 高森芙蓉館・湧水トンネル駐車
場・高森中央小学校グラウンド・
高森中学校グラウンド・阿蘇森
林組合高森支所貯木場

高森中学校体育館

高森総合センター

両併小学校体育館（南阿蘇村）

色　見
色見生涯学習センター体育館

色見生涯学習センターグラウンド
色見総合センター

上色見 高森町民体育館 高森町民グラウンド

草　部

草部総合センター 草部総合センターグラウンド・
草部生涯学習センターグラウン
ド・高森自然学校グラウンド

草部生涯学習センター体育館

高森自然学校

野　尻

高森東小学校体育館

高森町朋遊館グラウンド・高森
東中学校グラウンド・
旧尾下小学校グラウンド

高森東中学校体育館

河原生涯学習センター体育館

高森町朋遊館

尾下体育館

　

避
難
時
の
周
囲
の
状
況
等

に
よ
り
避
難
す
る
こ
と
が
か

え
っ
て
危
険
を
伴
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

深
夜
の
突
発
的
な
豪
雨
や

　

落
雷
な
ど
、
指
定
さ
れ
た

　

避
難
所
へ
の
誘
導
が
危
険

　

な
場
合

　

浸
水
時
の
避
難
は
非
常
に

危
険
で
す
。
流
れ
の
速
さ
は
、

同
じ
く
ら
い
の
水
深
で
も
場

所
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
水
深
の
深
い

場
所
よ
り
浅
い
場
所
の
ほ
う

が
早
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。 自宅内外のより安全な場所に避難
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日
常
生
活
で
は
天
気
予
報

を
見
て
い
る
人
が
多
く
い
ま

す
。
日
頃
の
習
慣
と
な
っ
て
、

大
切
な
情
報
を
聞
き
流
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。キ
ャ

ス
タ
ー
の
こ
の
よ
う
な
言
葉

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
わ
り
を
よ
く
見
て
聞
い
て

く
だ
さ
い
。
下
の
よ
う
な
現
象

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
は
、
土
砂
災
害
の
前
触

れ
現
象
で
す
。
危
険
を
感
じ
た

ら
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

が
け
崩
れ

土
石
流

地
滑
り

■がけからの水が濁る　　　　
■がけに亀裂が入る
■小石が落ちてくる
■がけから音がする

　

災
害
が
発
生
す
る
と
水
、

電
気
、
ガ
ス
、
通
信
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
す
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
復
旧

ま
で
の
水
や
食
料
、
生
活
用

品
を
い
つ
も
備
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

非
常
時
に
持
ち
出
す
物
は
、

あ
ま
り
欲
張
ら
ず
に
必
要
最
小

限
に
絞
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
、
背

負
っ
て
両
手
を
自
由
に
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・「
大
気
の
状
態
が
不
安
定
」

・「
天
気
が
急
に
変
わ
る
」

・ 「
雷
雨
」

★
目
や
耳
で
危
険
察
知

前ぶれ現象に注意しましょう！

■山鳴りがする
■雨が降り続いているのに川の
　水位が下がる
■川が濁ったり、流木が流れる

■地面にひび割れができる
■井戸や沢の水が濁る
■がけや斜面から水が噴き出す
■家やよう壁に亀裂が入る

雨に注意しましょう

１時間に 20 ミリ以上の、
または降り始めから 100 ミ
リ以上の降水量になったら、
十分な注意が必要です。

逃げ方を覚えましょう

土石流は速度が早いため、
土砂の流れる方向に対して
直角に逃げましょう

最低限備えておきたい

災害後数日を自活するめに

● 懐中電灯
　予備の電池
　や電球も。

● 貴重品
　お札・小銭
　通帳・印鑑
　保険証など。

● 携帯ラジオ
　小型で軽く
　電池も。

● 救急医療品
　常備薬や処
　方箋の写し。

● 非常食・水
　火を通さず
　食べれる物。

● その他
　雨具の代用に大きめの
　ポリ袋や居場所や助け
　のための笛など。

● 食品
　レトルト食品や栄養補
　助食品、調味料など。
　食料は非常食３日分を
　含む数日分を最低限貯
　蓄しておき
　ましょう。

● 水
　最低３日分の用意。
　大人１人３ℓ /１日
　が目安。普段からポッ
　ト・やかんに水を入
　れておく習
　慣をつけま
　しょう。

● 燃料・その他
　卓上コンロや固定燃
　料、ガスボンベのほ
　か、毛布・カイロ・
　マスク・洗面用具・
　衣服・ロープ
　などを準備。

特特    

集集
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「
避
難
す
る
に
は
」
を
自
ら

主
体
的
に
考
え
、
防
災
知
識

を
も
っ
て
、
持
ち
出
し
袋
な

ど
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
い
ち
早
く
防
災
情

報
を
取
得
す
る
た
め
、
専
用

サ
イ
ト
に
よ
る
配
信
メ
ー
ル

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▶ 県防災情報ホームページ
　メール配信
　登録案内の
　 ページ

　http://www.anshin.pref.kumamoto.jp/

　

高
森
町
で
は
、
災
害
時
に
要

援
護
者
な
ど
を
ま
ち
ぐ
る
み
で

支
援
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
関
心
を
も
っ

て
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
協
力
し
、

地
域
防
災
力
を
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

「
特
別
警
報
」
の
発
表
は
、
最
大

限
の
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
も
し
、
特
別
警
報
が
発
表

さ
れ
た
ら
・
・
・

た
だ
ち
に
命
を
守
る
行
動

た
だ
ち
に
命
を
守
る
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 阿蘇広域行政事務組合
　 消防本部南部分署
　　☎６２－９０３４
● 高森警察署
　　☎６２－０１１０
● 高森町役場
　　☎６２－１１１１

　　

気
象
庁
は
、
昨
年
８
月
30
日

か
ら
「
特
別
警
報
」
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

「
警
報
」
の
発
表
基
準
を
は
る
か

に
超
え
た
災
害
の
危
険
が
あ
る

場
合
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
※
要
援
護
者
と
は
、
お
年
寄
り

　

や
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人

　

な
ど
で
す
。

①
情
報
伝
達
（
収
集
サ
ポ
ー
ト
）

　

理
解
で
き
る
よ
う
に
情
報
を
伝

え
た
り
、
情
報
収
集
の
手
助
け
。

②
声
か
け
（
所
在
確
認
）

　

孤
立
し
な
い
よ
う
に
温
か
い
気

持
ち
で
声
か
け
。

③
避
難
支
援

　

避
難
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

早
め
に
避
難
誘
導
。

地域支え合い体制づくり事業

簡
易
無
線

防
災
無
線

被
害
情
報

災害時要援護者支援システム災害時要援護者支援システム
（要援護者の人の情報）（要援護者の人の情報）

　

本
町
は
、
県
の
情
報
等
を

も
と
に
次
の
３
段
階
に
分
け

て
、
避
難
情
報
を
発
表
し
ま

す
。

種　別 危険度 内　容

避難準備
情報　　 低 災害発生のおそれがある場合に発令。

避難又は避難の準備を呼びかける。

避難勧告 中 災害発生のおそれ又は被害が発生す
る場合に発令。避難を進め促す。

避難指示 高 被害の危険が切迫したときに「勧告」
より拘束力が強い。

避難場所

特  

集
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高森中央小学校　命を考える子どもと大人の集会

６月１５日は父の日　宇藤牧場から（牛）乳のプレゼント

高森中央小学校  ＪＡ阿蘇青壮年部とカライモ植え♪
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叙勲伝達式　故 中山昭男氏へ

高森町消防団操法大会　厳しい練習を経て挑む

６月１７日
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職種

警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

警
察
事
務

受付
８
月
11
日
月
〜
８
月
29
日
金

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
は

　

８
月
26
日
火
ま
で
で
す
。

８
月
11
日
月
〜
８
月
29
日
金

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
は

　

８
月
26
日
火
ま
で
で
す
。

第一次試験
試
験
日　
　
　

10
月
19
日
日

試
験
内
容　
　

教
養
試
験
・
作
文

試
験
地　
　
　

熊
本
市

合
格
発
表　
　

10
月
下
旬

試
験
日　
　
　

９
月
28
日
日

試
験
内
容　
　

教
養
及
び
適
性
試
験

試
験
地　
　
　

熊
本
市

合
格
発
表　
　

10
月
上
旬

第二次試験
体
力
試
験　

11
月
15
日
土
・
16
日
日

面
接
試
験　

11
月
22
日
土

　
　
　
　

〜
11
月
25
日
火

試
験
地　
　

熊
本
市

合
格
発
表　

12
月
上
旬

作
文
試
験　

10
月
25
日
土

面
接
試
験　

11
月
１
日
土
・
２
日
日

試
験
地　
　

熊
本
市

合
格
発
表　

11
月
中
旬

受験資格
18
歳
〜
27
歳
の
人
（
昭
和
62
年
４
月

２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
）

※
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

　

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は
平
成

　

27
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　

の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

18
歳
〜
21
歳
の
人
（
平
成
５
年
４
月

２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
）

※
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期

　

大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は
平
成

　

27
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　

の
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

 防災・防犯 防災・防犯

　

暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の

場
合
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対

す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い

る
の
で
熱
中
症
に
か
か
り
や
す

い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
為
、
の
ど
は
乾
い
て
い
な
く

て
も
早
め
早
め
の
水
分
補
給
や

暑
く
な
く
て
も
扇
風
機
を
利
用

す
る
な
ど
温
度
調
節
を
行
う
事

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

夏
の
暑
さ
で
バ
テ
気
味
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な

茹
だ
る
よ
う
な
季
節
に
注
意
し

て
ほ
し
い
の
が
毎
年
話
題
に

な
っ
て
い
る
熱
中
症
で
す
。

　

暑
熱
環
境
下
に
お
い
て
の
身

体
適
応
の
障
害
に
よ
っ
て
お
こ

る
状
態
の
総
称
で
、
屋
内
で
あ
っ

て
も
高
温
や
多
湿
が
原
因
と

な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
毎
年
多

数
の
患
者
が
搬
送
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
内
の
約
半
数
は
高
齢
者
が

占
め
て
い
ま
す
。
最
悪
、
死
に

も
至
る
危
険
な
症
状
で
す
。

高森高森警
察
警
察
署署

通
報
・
相
談
先

（
６
２
）
０
１
１
０

消
防    

―
南
部
分
署
―

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署　

☎
（
６
２
）
９
０
３
４

（
警
察
官
Ｂ
・
警
察
事
務
）

　

採
用
予
定
数
は
警
察
施
設
（
各

警
察
署
や
警
察
本
部
な
ど
）
で
配

布
し
て
い
る
受
験
案
内
・
受
験

申
込
書
又
は
熊
本
県
警
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.police.

pref.kum
am
oto.jp

）
で
ご
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

屋内でも
運動をする時
はスポーツドリン
ク等で補給！

通気性・吸湿性
の良い衣服を
着る！

疲労が
溜まっている時は
無理をしない！

扇風機や
エアコンを
使用！
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防災・防犯 防災・防犯 

７
月
は
強
調
月
間

　
「
更
生
保
護
の
日
」
で
あ
る
７

月
１
日
か
ら
１
か
月
間
を
強
調

月
間
と
し
て
お
り
ま
す
。

■
厚
生
労
働
省
の
窓
口
・
・
０
５
７
０
（
０
３
７
）
１
９
２

■
高
森
警
察
署
・
・
・
・
・（
６
２
）
０
１
１
０

■
住
民
福
祉
課
福
祉
係
・
・（
６
２
）
１
１
１
１　

内
線
１
３
２

 
職
員
採
用
試
験
案
内

◆行動目標
　　①犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう
　　②犯罪や非行の陥らないよう地域社会で支えよう
　　③これらの点について、地域社会の理解と協力の輪を広げよう
◆重点事項
　　  「立ち直りを支える取り組みについての協力の拡大」
　　  「就労・居住等の生活基盤つくりにつながる取り組みの推進」

新
た
な
特
殊
詐
欺

●市町村や厚生労働省などが ATM（銀行・コンビニなどの●市町村や厚生労働省などが ATM（銀行・コンビニなどの
現金自動支払機）の操作をお願いすることは、絶対にあり現金自動支払機）の操作をお願いすることは、絶対にあり
ません。ません。

● ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもら● ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもら
うことは絶対にできません。うことは絶対にできません。

●市町村や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金（簡素な給●市町村や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金（簡素な給
付措置）」や「子育て世帯臨時特例給付金」を支給するた付措置）」や「子育て世帯臨時特例給付金」を支給するた
めに、手数料の振込みを求めること等は絶対にありません。めに、手数料の振込みを求めること等は絶対にありません。

　

新
制
度
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

に
関
す
る
振
り
込
み
詐
欺
等
の
犯

罪
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町
村

や
厚
生
労
働
省
の
職
員
な
ど
を
か

た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

り
、
郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
、

お
住
ま
い
の
市
町
村
や
最
寄
り
の

警
察
署
ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電

話
（
♯
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。☎

・
９
月
21
日
（
日
）

・
県
立
阿
蘇
中
央
高
等
学
校

　
（
阿
蘇
校
舎
）

・（
区
分
）
高
等
学
校
卒
業
程
度

※
７
月
28
日
（
月
）
〜
８
月
15
日

　
（
金
）
土
日
を
除
き
受
付

受験資格
採用
予定数

職務内容 職種

平成元年４
月２日から
平成９年４
月１日まで
に生まれた
方

２人
程度

事務部局・議会
事務局に勤務し、
一般事務に従事

一
般
事
務

10人
程度

消防部局に勤務
し、消防業務に
従事

消
防

★合格者は 11月（予定）に第２次試験を実施

お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

　

☎
０
９
６
７
（
２
４
）
５
１
１
１

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ
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「金銭「金銭又は有価証券の受取書」とは―

　金銭又は有価証券を受領した者が、その受領事実を証

明するために作成し、相手へ交付する証拠証書のこと。

▶領収証、領収書、受取書、レシートのほか、請求書や

納品書などに「代済」、「相済」、「了」等と記入したもの、

「お買上票」などと称するもので、受領事実を証明する目

的で作成するものも該当する。

 暮らし 暮らし

 

記
帳
等
の
保
存
制
度

　

今
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳
簿

等
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
る

人
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
又

は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務

を
行
う
全
て
の
人
（
所
得
税
の

申
告
が
必
要
な
い
人
も
含
ま
れ

ま
す
。）
は
、
売
上
げ
な
ど
の
収

入
金
額
、
仕
入
れ
や
経
費
に
関

す
る
金
額
等
を
帳
簿
に
記
載
し
、

そ
の
帳
簿
や
取
引
に
係
る
請
求

書
・
領
収
書
な
ど
の
書
類
を
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

印紙税の非課税範囲の拡大印紙税の非課税範囲の拡大
非課税範囲非課税範囲

平成 26年４月１日以
降に作成される「金銭
又は有価証券の受取書」
の受取金額が

　　　　　　　の場合

お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署

　

☎
０
９
６
７
（
２
２
）
０
５
５
１

■

　

０
〜
３
歳
児
を
連
れ
た
マ
マ

た
ち
が
集
ま
り
、
円
座
し
て
皆

で
手
を
つ
な
ぎ
体
を
左
右
に
ゆ

ら
し
な
が
ら
歌
を
歌
っ
て
「
お

は
な
し
会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

歌
遊
び
、
親
子
遊
び
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
30
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。
参

加
者
の
笑
い
声
や
歓
声
が
窓
か

ら
溢
れ
出
て
い
ま
し
た
。
今
後

も
月
１
回
、
実
施
し
ま
す
。

 

活
動
状
況

　

山
村
咲
子
さ
ん
（
高
森
・
下
町
）

を
講
師
に
招
き
、
第
１
回
の
お
試

し
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
の
会

を
開
き
、
０
〜
１
歳
児
を
連
れ
た

マ
マ
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

マ
マ
た
ち
は
先
生
の
お
手
本

に
習
っ
て
、
わ
ら
べ
う
た
を
歌
い

な
が
ら
我
が
子
の
背
中
を
擦
っ

た
り
、
と
ん
と
ん
軽
く
た
た
い

た
り
。
そ
の
後
、
バ
ス
タ
オ
ル

に
寝
か
せ
、
オ
イ
ル
を
手
に
取

り
30
分
ほ
ど
体
中
を
マ
ッ
サ
ー

ジ
し
ま
し
た
。
ベ
ビ
ー
ち
ゃ
ん

た
ち
の
気
持
ち
よ
さ
そ
う
な
声

と
マ
マ
た
ち
の
歌
声
が
混
ざ
っ

て
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

今
後
は
、
希
望
者
が
集
ま
り

次
第
、
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

★開設してから 38の家族が登録　  ★お子さんの利用（延べ人数）　４月…56人、５月…68人
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暮らし 暮らし 
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　

福
祉
係

　

☎
（
６
２
）
１
１
１
１　

内
線
１
３
２

　

原
則
と
し
て
65
歳
か
ら
受
給

で
き
ま
す
が
、
希
望
に
よ
り
繰
上

げ
・
繰
下
げ
受
給
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
オ
レ

ン
ジ
色
）
の
有
効
期
限
は
、
平

成
26
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
（
水
色
）
は
、

７
月
中
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し

ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
（
水
色
）
を
お

使
い
く
だ
さ
い
。
現
在
お
持
ち

の
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、

８
月
１
日
以
降
に
役
場
へ
お
返

し
く
だ
さ
い
。

 

老
齢
基
礎
年
金

保
険
証
の
更
新

所　得　区　分 外来＋入院（1世帯）
入院時の食事代
（１食当たり）外来（1人）

①世帯全員が住民税非課税で、世帯の各所   
得が必要経費・控除を差し引いて０円とな
る人（年金控除額は 80 万円で計算）

8,000 円 15,000 円 100 円

②世帯全員が住民税非課税の人 8,000 円 24,600 円
過去 12 か月で
90日まで 210円
以降 160 円

③ 145 万円以上の課税所得がある後期高齢
者医療被保険者がいる世帯の被保険者全員 44,400 円

80,100 円  ＋
( 総医療費－ 267,000 円）×１％ 260 円

４回目から 44,400 円

④それ以外 12,000 円 44,400 円 260 円

ー ーー ー ６５歳 ６５歳ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

●請求した時に応じて年金が減額
　（その減額率は一生変わらない）
●遺族厚生（遺族共済）年金と一緒
　に受けれない
●請求を取り消せない

●請求した時に応じて年金が増額
　（その増額率は一生変わらない）
●他の年金を受ける権利がある場合
　は請求ができない
● 70歳到達月を過ぎて請求しても
　 増額率は増えない

■
お
問
い
合
わ
せ
先　
　
　

健
康
推
進
課　

国
民
健
康
保
険
係　
　
　

☎
（
６
２
）
１
１
１
１　
　

内
線
１
２
７

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証　   更新

■
現
在
「
限
度
額
適
用
・
標
準

　

負
担
額
減
額
認
定
証
（
オ
レ

　

ン
ジ
色
）」
を
お
持
ち
の
人

　
　

７
月
31
日
で
有
効
期
限
が

　

切
れ
ま
す
の
で
、
新
し
い
「
限

　

度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減

　

額
認
定
証
（
水
色
）」
を
７
月

　

中
に
郵
送
し
ま
す
。

　
　

８
月
１
日
か
ら
ご
使
用
く

　

だ
さ
い
。

■
新
し
く
申
請
が
必
要
な
人

　
　

下
表
の
①
・
②
の
人
で
「
限

　

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

　

額
認
定
証
」
を
お
持
ち
で
な

　

い
方
は
、
外
来
お
よ
び
入
院

　

で
受
診
さ
れ
る
際
に
、
こ
の

　

認
定
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
町
村
の
担
当
窓
口
に
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】　

　

●
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

●
印
か
ん

■
入
院
・
外
来
時
の
自
己
負
担

　

限
度
額
お
よ
び
入
院
時
の
食

　

事
代
（
下
表
の
と
お
り
）
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 ぎょうせい ぎょうせい
　

健
診
は
病
気
の
早
期
発
見
・
治

療
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
健
康
の

保
持
・
増
進
の
た
め
に
も
大
切
で

す
。
年
に
一
度
は
基
本
健
診(

特

定
健
診)

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
人
の
死
亡
原
因
は
「
が

ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
」
が
６

割
を
占
め
ま
す
。
こ
れ
に
生
活

習
慣
病
（
糖
尿
病
等
）
が
加
わ

る
と
７
割
を
超
え
、
３
人
に
２

人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
糖
尿
病
が
原
因
で

「
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
」
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
覚

症
状
が
な
い
た
め
、
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
も
健
診
で
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

健
診
を
受
け
よ
う
！

お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課

　
　

健
康
推
進
係

　

☎
（
６
２
）
１
１
１
１

　
　
　

内
線
１
２
３

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
高
森
町
住
民

健
診
で
は
、
特
定
健
診
の
対
象
で

な
い
人
も
基
本
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
日
程
表
を

確
認
の
う
え
、受
診
し
て
下
さ
い
。

　

１
人
で
も
多
く
の
方
の
健
康
管

理
に
役
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

特
定
健
診
は
、
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
が
対
象
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）
に
着
目
し
た
健
診
に

な
り
ま
す
。

　

通
院
さ
れ
て
い
る
人
も
、
治

療
中
の
病
気
以
外
の
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
に
、
積
極
的
に

種類 対象者 料　金 受診上の注意点
一　般
健　診 20 ～ 39 歳 1,500 円 加入保険の種類に関係なく受診可能。

特　定
健　診

40～ 74 歳
国保加入者 1,500 円 国民健康保険加入者は、受診が義務

づけられています。

40 ～ 74 歳
国保以外

保険により
異なる

社会保険等の加入者は特定健診受診
券が必要。事業主に住民健診で受診
可能かをご確認下さい。

高齢者
健　診 75歳以上 800 円 後期高齢者医療被保険者が対象。

●対象者
　　　国民健康保険被保険者及び後期高齢者医療被保険者
　　　ただし、同一世帯員に町税等の未納がない方
●助成額　
　　　施術1回につき1,000円分の施設利用者証を交付します。
　　　　※施設利用者証の交付は、1世帯当たり年度
　　　　　（4月1日～3月31日）12枚を限度とし、
　　　　　1回の申請につき6枚を限度とします。
●申請に必要なもの　
　　　◎国民健康保険被保険者証または後期高齢者医療被保険者証
　　　◎印かん（認印）

◆お問い合わせ先
　　健康推進課国民健康保険係　☎62-1111（内線127・128）

　住民の福祉の増進を図るため、町が指定した施術所で、「あ
んま」「はり」「きゅう」の治療を受けた場合、料金の一部
を助成します。



15 Public Information

ぎょうせい ぎょうせい 

農
地
を
管
理
し
よ
う

　

農
地
の
利
用
状
況
調
査
の
際
に
、

遊
休
農
地
を
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。「
自
分
で
は
耕
作
で
き
な
い
」

「
使
っ
て
く
れ
る
人
が
見
つ
か
ら
な

い
」
場
合
は
、
農
業
委
員
さ
ん
や

農
業
委
員
会
等
に
相
談
し
、
農
地

を
適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

▼熱中症予防のポイント▼熱中症予防のポイント
　　①屋外では帽子をかぶる　　①屋外では帽子をかぶる
　　②水分補給をこまめに行う　　②水分補給をこまめに行う
　　③日陰を利用して適度な休息をとる　　③日陰を利用して適度な休息をとる
　　④汗をたくさんかいたときは、忘れずに塩分　　④汗をたくさんかいたときは、忘れずに塩分

　　　補給　　　補給

前期林業労働災害防止キャンペーン（６月１日～７月３１日）

▼蜂刺され防止のポイント▼蜂刺され防止のポイント
　①白っぽい作業着と防蜂手袋、防蜂カバーを　①白っぽい作業着と防蜂手袋、防蜂カバーを
　　着用する　　着用する
　②香水や整髪料などはつけない　②香水や整髪料などはつけない
　③巣に近づかない　③巣に近づかない
　④蜂が近づいてきても、手で払うなど、蜂を　④蜂が近づいてきても、手で払うなど、蜂を
　　刺激する動きはしない　　刺激する動きはしない

　林業従事者、林業事業体や林家などの労働安全の維持や増進を図り、林業労働災害のない明る
い職場づくりを目指しましょう。夏期の作業では、熱中症や蜂刺されに十分注意しましょう。

遊休農地
①一年以上、不耕作で今後も耕作の見込
　みがない農地
②周辺農地の栽培方法と比較して著しく
　劣っている農地 ( 栽培に必要な管理が
　適切に行われていない農地 )

　

社
会
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら

れ
た
「
男
性
像
」、「
女
性
像
」

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
性
別
を

「
社
会
的
性
別
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）」

と
い
い
ま
す
。
そ
れ
自
体
に
良

い
、
悪
い
の
価
値
を
含
む
も
の

で
は
な
く
、
国
際
的
に
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
用
語
を
使
用
し
て
、
性

差
を
否
定
し
た
り
、「
男
ら
し
さ
」

「
女
ら
し
さ
」
の
男
女
の
区
別
を

な
く
し
て
、
人
間
の
中
性
化
を

目
指
す
こ
と
や
、
家
族
や
ひ
な

祭
り
等
の
伝
統
文
化
を
否
定
す

る
こ
と
は
、
国
民
が
求
め
る
男

女
共
同
参
画
社
会
と
は
異
な
り

ま
す
。

「
社
会
的
差
別
」

　

例
え
ば
、
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
を
踏
ま
え
な
い
行
き
過
ぎ

た
性
教
育
、
男
女
同
室
の
着
替

え
や
宿
泊
な
ど
の
事
例
は
極
め

て
非
常
識
で
す
。

　

ま
た
、
公
共
の
施
設
に
お
け

る
ト
イ
レ
の
男
女
別
色
表
示
を

同
色
に
す
る
こ
と
は
、
男
女
共

同
参
画
の
趣
旨
か
ら
導
き
出
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
福
祉
課

　
　

人
権
同
和
啓
発
係

　

☎
（
６
２
）
１
１
１
１

　
　
　

内
線
１
３
１

アイヌの皆さ
まへ―

　日常生活で
お困りのこと

、嫌がらせ

や差別など何
でもご相談下

さい。

　☎  ０１２
０－７７１－

２０８

　受付期間　
～３月３１日

（火）

　　　　　　
　平日・土曜

日

（8/10～8
/17、12/27～

1/4はお休み
）

●相談無料 
  ●匿名可   

●秘密厳守

公益財団法人
   人権教育啓

発推進センタ
ー

ＵＲＬ：http:
//www.jink

en.or.jp/
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 ぎょうせい ぎょうせい
　

今
年
か
ら
、
農
業
の
多
面
的

機
能
（
国
土
保
全
や
水
源
涵
養

な
ど
）
の
維
持
・
発
揮
の
た
め
、

『
多
面
的
機
能
支
払
制
度
』
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
期
間
は

１
期
５
年
間
と
さ
れ
、
平
成
27

年
度
か
ら
は
法
律
に
基
づ
い
た

事
業
と
な
り
ま
す
。
集
落
・
地

域
内
で
計
画
的
か
つ
継
続
的
な

取
り
組
み
が
可
能
で
す
。

※１：取り組み内容により補助金の交付額が減額される場合があります。
※２： ②の資源向上活動（共同活動）は、①の農地維持支払と併せて取組むことが必要です。
※３： 農道や水路、溜池等の農業施設の老朽化部分の補修や更新。
※４：畑には樹園地を含みます。

①農地維持支払
②資源向上支払
（共同活動）※ 2

①と②を同時に
取り組む場合

田 ３，０００円 ２，４００円 ５，４００円

畑※ 4 ２，０００円 １，４４０円 ３，４４０円

草地 ２５０円 ２４０円 ４９０円

 
（
多
面
的
機
能
支
払
）
開
始

農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
用
地
で
す
。

①
所
有
の
農
地
が
対
象
農
用
地

　

で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
場
合

　

は
、
農
林
政
策
課
（
農
地
係
）

　

で
確
認
が
で
き
ま
す
。

②
現
在
所
有
の
農
地
が
対
象
農

　

用
地
で
な
い
場
合
は
、
一
定

　

の
要
件
を
満
た
せ
ば
対
象
農

　

用
地
と
な
り
ま
す
。
農
林
政

　

策
課
（
農
地
係
）
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①資源向上支払
（長寿命化※ 3）

①、②及び③に
取り組む場合

４，４００円 ９，２００円

２，０００円 ５，０８０円

４００円 ８３０円

国と地方公共団体（熊本県と高森町）の合計額  　　負担割合…国 1/2、熊本県 1/4、町 1/4 交
付
単
価
（
10
ア
ー
ル
単
位
）

対 

象 

農 

用 

地

① 地域資源の基礎的保全活動
　・最低年に１回、協定に位置付けする農地・水路・農道等の点検

　・年に１回、集落での話し合いによる年度計画の策定

　・農道、農地法面等の草刈、農道側溝の泥上げなどの実践活動

　　（実施回数は集落の総意で決定）

　・研修会への参加（事業協定期間（５年間）中に、当事業に関連

　　する研修会に 1回以上参加

② 地域資源の適切な保全管理のための推進活動
　・将来に渡り農地を守る活動の検討会の開催

◆ 活動事例
　芹口・草部農地・水環境保全組合の

　集落の話し合い（計画策定）のようす

　　★ その他、用水路の点検や農道の
　　　 草刈などを実施しています。

農地維持支払　①、②の双方に取り組む場合が支援対象

★ 制度のポイント
　農地維持支払は・・・
　　①農業者のみの活動組織でもＯＫ。
　　　（非農業者の参加を要件としない）
　　②農業生産を営むために不可欠な基礎的な保全活動を
　　　支援とするなど農業者が取り組みやすい制度です。

農業者だけでも支援対象
になるんだ！畑や草地で
も取り組み易くなるなぁ。
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ぎょうせい ぎょうせい 

（１）地域資源の質的向上を図る共同活動
　①【必須】農道の路面補修や砂利補充、用水路の水漏れ補修等

　　の農業施設の軽微な（部分的な）補修

　②【必須】景観作物の植栽活動や、生態系保全の啓発・普及と

　　いった農村環境保全活動

　③【選択※５】遊休農用地の活用や、防災・減災力の強化、農

　　村文化の伝承を通じた農村コミュにティの強化、医療・福祉

　　との連携といった多面的機能の増進を図る活動。

　※５　③の取組は自由。

　　　　ただし取組まない場合は交付単価が減額されます。

（２） 施設の長寿命化のための活動
　①老朽化した水路・農道等の一定区間の補修・更新

　　（外注による施工が可能）

　　　例１、土水路からコンクリート水路への更新

　　　例２、老朽農道側溝の更新　

　　　例３、未舗装農道のコンクリート舗装等

◆ 活動事例
　芹口・草部農地・水環境保全組合
　の水路の部分的補修のようす

　★ その他、農村文化継承（草小積体験
　　 や田植体験）などを実施しています。

資源向上支払　農業者の取り組みに加え、地域住民や外部団体（例：区、消防
団、ＰＴＡ、ＮＰＯ等）を含めた組織が行う共同活動が支援対象

村山牧野環境保全組合の
牧野道のコンクリート舗装
（組合直営による工事施工）

Ｑ．うちの地域は、中山間地域等直接支払制度ば実施中
　　ばってん、この制度も一緒にできるとね？

よ
く
あ
る
質
問
（
Ｑ
＆
Ａ
）

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
政
策
課　

☎
（
６
２
）
１
１
１
１　

内
線
４
１
３ 

〜 

４
１
５

Ｑ．この制度に取組むメリットは何ね？

Ａ．共同活動により農地・農業施設等が計画的に維持され、
　　集落の景観を守り耕作放棄地の発生抑制に繋がります。
　　地域交流の活発化も期待され、集落の更なる団結力を
　　促します。

Ｑ．町はそぎゃんお金（予算）があるとね？

Ａ．本制度は来年度から法律に基づいた施行が決定
　　していますので、町負担金分には普通交付税及
　　び特別交付税措置がありますので、町の実質的
　　負担は４％です。

Ａ．はい、可能です。中山間地域等直接支払制度の単位で
　　取り組めますが、支出は区分する必要があります。
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 ぎょうせい ぎょうせい

　世界文化遺産登録をめざす「阿蘇」では、素晴らしい価値・魅力を未来に守り
継いでいくために、火山と人々の共生を示す資産について、文化財国指定を進
めています。
　これまでの取組みにより、米塚や草千里ヶ浜等の文化財国指定を実現させ
てきたところですが、６月２０日に熊本城下から大分の豊後鶴崎へと至る「豊後
街道」が追加指定を受けました。既に豊後街道は、昨年７月に阿蘇市と産山村
に存在する街道の一部（計4.4㎞）が指定を受けていますが、今回は阿蘇市車
帰の二重峠地区について、指定範囲が延長（0.8㎞）される形となります。
　今年度はさらに、阿蘇の草原を中心とした「文化的景観」を文化財として守り
継いでいくための取組みを進めていくこととしています。

　

南
阿
蘇
村
で
は
、
古
来
よ
り

火
山
の
麓
で
生
活
を
営
む
知
恵

や
工
夫
を
重
ね
、
現
在
で
は
約

１
万
千
７
百
人
も
の
人
々
が
生
活

を
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
先
祖
か
も
し

れ
な
い
大
昔
の
人
々
の
生
活
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
そ
の
こ
と
を
知
る
手
立
て

と
し
て
、
工
事
等
に
伴
う
埋
蔵
文

化
財
の
発
掘
調
査
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
11
年
〜
平
成
12
年
に
実
施

し
た
『
南
鶴
遺
跡
』
の
発
掘
調
査

で
は
、か
な
り
大
き
な
集
落
が
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
遺
跡
は
吉
田
地
区
に
広
が
る
弥

生
時
代
後
期
〜
晩
期
（
今
か
ら
約

２
千
年
前
）
に
か
け
て
の
集
落
跡

で
、
調
査
で
は
当
時
の
住
居
（
竪

穴
式
住
居
）
が
約
百
棟
も
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

住
居
の
他
に
も
大
量
の
土
器
や

お
墓
、
大
き
な
集
落
を
取
り
囲
む

溝
（
環
濠
）
も
確
認
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
約
２
千

年
前
か
ら
人
々
の
営
み
が
行
わ
れ
、

現
在
に
つ
な
が
る
景
観
が
形
成
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
人
か
ら
受
け

継
い
で
き
た
南
阿
蘇
村
を
後
世
に

残
し
、
世
界
の
阿
蘇
と
し
て
守
り

続
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

コラム第２２回　　　 　　    人々が住み続ける南阿蘇村　  　　　担当：南阿蘇村

阿蘇世界文化遺産リレーコラム ～守っていきたいわがまちの景観と人々～

　

本
町
の
農
業
・
農
村
の
振
興

を
進
め
て
い
く
基
本
的
な
構
想

で
あ
る
、
高
森
町
新
農
業
プ
ラ

ン
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
で
町
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
の
地
区
別
説
明

会
を
６
月
２
日
か
ら
６
月
10
日

ま
で
に
、【
高
森
】【
色
見
】【
上

色
見
】【
草
部
南
部
】【
草
部
北
部
】

【
津
留
・
野
尻
】【
尾
下
・
河
原
】

の
７
ヶ
所
で
開
催
し
、
計
88
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
農
業
者
間
や
異
業
種
と
の
交

流
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」、「
後

継
者
に
対
す
る
支
援
を
充
実
さ

せ
る
べ
き
」
と
い
っ
た
様
々
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
プ
ラ
ン
策
定

　

プ
ラ
ン
の
内
容
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
農
業
に
関
す
る
講

演
や
農
業
施
策
等
の
検
討
の
場

と
し
て
、
高
森
農
業
塾
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
第
１
回
目
は
６

月
26
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

基
本
的
に
毎
月
第
４
木
曜
日
に

開
催
予
定
で
す
の
で
、
ご
関
心

の
あ
る
農
業
者
の
方
は
農
林
政

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

高
森
町
新
農
業
プ
ラ
ン
の
冊

子
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
方
に

配
布
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
も
、
農
林
政
策
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
政
策
課

　

☎
（
６
２
）
１
１
１
１

　
　
　

内
線
４
１
０

■
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ぎょうせい ぎょうせい 
（5月21日～6月20日）

●６９回の公務・会議への参加の一部です。
●他、２５回の準公務・政治活動への参加を行いました。

町長交際費
（平成26年 5月 21 日～ 6月 20 日）

交際費の予算は１年間で１００万円です。
残りの額は　８３万２，９６０円です。

日　付 金　額 分　類 主な内容 備　考

５月２２日  20,000 円 広告代   コンサートプログラム広告 西岡はるみ音楽事務所

６月　８日  10,000 円 祝費   自衛隊父兄会阿蘇地区女性部
  ふれあいミニバレーボール大会 高森中学校体育館

６月１２日    3,000 円 祝費   風鎮太鼓保存会総会 山見茶屋

６月１７日  10,000 円 御樽   阿蘇地区商工会青年部合同研修会  休暇村南阿蘇

６月１９日  10,000 円 祝費   高森町観光協会総会  休暇村南阿蘇

６月２０日    5,000 円 祝費   阿蘇南部地区交通安全協会高森支部総会 山見茶屋

お悔やみ
（平成26年 5月 21 日～ 6月 20 日）

予算（交際費の内の弔費分）は１年間で２４万円です。
残りの額は　２０万円です。

金　額 分　類 主な内容 備　考

20,000 円 弔　費 　香典代 －－－－－―－

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

５月２３日（金）　　　　　　熊本県防災・危機管理トップセミナー
５月２５日（日）　　　　　　上色見地区防災訓練
５月２６日（月）　　　　　　阿蘇南郷檜ブランド化推進協議会理事会及び設立総会
５月２８日（水）　　　　　　治水砂防協会総会（砂防会館）
５月３０日（金）　　　　　　高森町地域防災会議／高森町国民保護協議会
６月　６日（金）　　　　　　高森町青少年育成会議総会／高森町人権同和推進協議会総会
６月　８日（日）　　　　　　高森町消防操法大会
６月１１日（水）　　　　　　高森・南阿蘇社会を明るくする運動合同会議
６月１３日（金）　　　　　　高森町身体障がい者福祉協議会総会
６月１６日（月）　　　　　　高森町更正保護女性会総会／ロアッソサッカースクール開校式
６月１７日（火）　　　　　　郡消防操法大会出場分団助成金交付／旭日単光章叙勲伝達
６月２０日（金）　　　　　　国有林内鹿捕獲協定式／高森町交通安全協会総会
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 みんなの掲示板 みんなの掲示板

不動産トラブル 110 番  　　　　　　

　　 借金・生活保護 110 番24 時間

　７月１９日土（10時 ～ 16時）、県青年司法書士会と県青年土地家屋調査士会が共同で不動

産登記（土地境界、建物未登記など）に関する無料相談会を開催します。お気軽にご相談ください。

　　・第１会場（くまもと県民交流館パレア１０階　会議室８）

　　・第２会場（熊本県土地家屋調査士会館　２階　会議室）

　　・第３会場（やつしろハーモニーホール３階　中会議室）

      ☎ （当日のみ）０９６－３６４－０８００

◆お問い合わせ
　県青年司法書士会（山崎）
　　☎０９６－２８５－１１２０
　県青年土地家屋調査士会（嶋崎）
　　☎０９６－２８８－３３４７

　借金の返済に行き詰まっている人や生活保護について悩んでいる人に向けた無料相談会を開催
いたします。秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

面談相談：熊本県司法書士会館２階　　電話相談：０９６－３６４－０８００

 　　※ 次の時間帯でも常設の借金問題関係での相談会を開催しておりますのでご利用ください。
 　 　　クレサラ１１０番・・・毎週月曜日・木曜日（年末年始、祝祭日除く）１８時～２０時

◆  お問い合わせ　　県青年司法書士会（司法書士  川越）　 　☎０９６－２８８－０７０７

 　　　　　　（無料相談会）

第３回森林自然観察・体験教室を開催！

　●　日時　　　７月２０日（日）１０時～１４時（小雨決行）

　●　集合場所　球磨郡水上村市房山キャンプ場

　●　内容　　　キャンプ場から４合目の市房神社まで登りながら、
　　　　　　　　　市房山の歴史、森林生態系及び鳥獣被害について

　　　　　　　　　説明します。

　●　募集定員　４０名

　●　参加費　　５００円（保険料及び資料代、小学生以下３００円）

　●　申込方法　 「第３回森林自然観察・体験教室申し込み」、氏名、
　　　　　　　　　年齢、住所、電話番号を記載してハガキ、ＦＡＸ、
　　　　　　　　　電子メールでお申し込みください。

■お問い合わせ先　県森林保全課　☎ 096 － 333 － 2450

■申込先　〒 862-8570（住所記載不要）県森林保全課みどり保全班
　　　　　ＦＡＸ　０９６－３８５－６２４７
　　　　　電子メールアドレス　shinrinhozen@pref.kumamoto.lg.jp

森
林
自
然
観
察

　
　

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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　　節　   へのご協力のお願い夏 電

７月１日 火  ～ ９月 30日 火 の平日
　※ お盆期間：8月 13日（水）～８月 15日（金）を除きます。

９時 ～ 20 時
  ◇ 昨夏より大幅に厳しい需給状況を踏まえ、皆さんには昨夏お取組みいた
　　だいた節電を目安に、生活・健康や生産・経済活動に支障のない範囲で、
　　可能な限り節電のご協力をお願いします。
  ◇ 猛暑日となることが予想される場合などには、体調に十分ご留意の上、
　   今一度、身の回りで出来る節電（空調の一時停止、照明の消灯等）をご
　　確認いただき、一層の節電へのご協力をお願いします。

期　間

時間帯 電力需要が高くなる 13 時～ 17 時（特にピーク
となる 16時台）を重点的に節電へのご協力をお
願いします。

内　容

九州電力 

節電事例
　www.kyuden.co.jp/saving_energy_summer_home.html

　

危
険
な
行
為

　
　
　
　
　

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
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肥
後
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●

休
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明
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近
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旅
の
お
裾
分
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ば
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話
題
変
え
た
が
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か
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通
り
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徘
徊
拾
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戻
ら
し
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や
ば
い　

ま
だ
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炊
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お
や
お
や　

昨
日
の
彼
と
違
う
と
る

や
ば
い　

レ
シ
ー
ト
入
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

通
り
す
が
り　

新
入
生
の
御
挨
拶

市
原　

正
成

大
塚
ほ
た
る

桐
原　

白
酔

後
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信
子

佐
藤
多
可
雄

古
木
え
つ
ほ

松
山
キ
ヨ
子

歌
詠
み
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県
で
は
「
産
業
人
材
強
化
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
も
の
づ
く
り

に
係
る
人
材
育
成
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ

チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま
も
と
」
で
は
、

セ
ミ
ナ
ー
や
助
成
等
の
情
報
を

提
供
し
て
お
り
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
内
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
は
人
材

育
成
に
関
す
る
個
別
の
相
談
も

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

■ 産業人材強化支援センター
　＠上益城郡益城町田原 2081 番地 10
　☎０９６－２８９－２４３８

■ ポータルサイト
　【ジョブチャンネルくまもと】
　http://www.kmt-ti.or,jp/job/

平成 21年５月 21日のスタートから５年が経った『裁判員制度』

平成 25年 12月までに６，０６０人の被告人に判決が言い渡されました。

　　　Ｑ．どのくらいの人数が選ばれたの？
　　　Ａ．平成 25年 12月までに選任された裁判員の数は３４，８９６人で
　　　　　補充裁判員の数は１１，９２９人でした。
　　　Ｑ．何日くらい参加するの？
　　　Ａ．平成 25年 12月までに判決が言い渡された裁判員裁判の対象と
　　　　　なった事件の多くが４日前後で終了しています。
　　　Ｑ．参加した感想は？
　　　Ａ．裁判員を経験して「よい経験と感じた」と 95.3％の人が回答しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■普段経験できない貴重な経験だった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■社会のことを考えるきっかけになった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ■裁判や裁判所が身近に考えられるようになった。

裁判員に選ばれる前

よい経験と感じた
95.3％

51.4% が
やりたく
ないと回答

裁判員裁判員裁判裁判の実施状況をお知らせします！の実施状況をお知らせします！
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◆５月受付分（敬称略）

高　森・下　町
高　森・横　町
高　森・横　町
津　留・上津留
尾　下・牧　戸
矢津田・吉尾野

本 田　 利 夫
本 田　 キ ク
相馬貴美子
瀬井政富美
宮 本　 宗 継
甲 斐　 辰 義

８０歳
９５歳
７４歳
３９歳
８２歳
９７歳

本 田　 好 治
佐 楢 見 誓 香
相 馬　 勝 也
瀬 井　 幸 夫
宮 本 ハ ル 子
甲 斐　 強 二

お
く
や
み

も
う
し
あ
げ

ま
す

　 　　　　　　　● 町社会福祉協議会へ
　　　　　　　　　　　　（順不同、敬称略）

　　　　［香典返し］
　　　　　本田　好治　　　佐楢見誓香
　　　　　宮本ハル子　　　瀬井　幸夫
　　　　　甲斐　強二　　　相馬　勝也
　　　　　三井　久子　　　山村　俊澄

　　　　● 広報寄付（順不同、敬称略）
　　　　　　岩下　正男（埼玉県三郷市）　　　　　
　　　　　　渡邉　昭光（福岡県久留米市）
　　　　　　二子石文雄（熊本市）

　　　　● ふるさと応援寄附（順不同、敬称略）
　　　　　　田中　裕子（玉名市）

お詫びと訂正 ──
広報たかもり６月号の記事中、以下の内容に誤
りがありました。お詫びして訂正します。

19 ページ
　町長の動き　町長交際費の残りの額
　　（誤）８９万５，９６０円
　　（正）８９万　  ９６０円

平成２６年５月３１日現在

　　　　　　　　　　（対前月末）
人口／６，９７３人　（△１５）
男性／３，３１５人　（△８）
女性／３，６５８人　（△７）
世帯／２，８４９世帯（＋１）

休日在宅医

◎診療は午前9時から午後5時まで

月　日 病・医院名 電話番号

７月２０日 渡 邊 内 科 6 7 - 1 7 7 7

７月２１日 阿 蘇 立 野 病 院 6 8 - 0 1 1 1

７月２７日 藤 本 医 院 6 7 - 0 0 2 0

８月　３日 平 田 医 院 6 2 - 0 2 1 6

８月１０日 のむら内科クリニック 096-292-2250

◆ ７月２０日～８月１０日分

編
集
後
記

　

今
回
、
防
災
に
つ
い
て

の
特
集
記
事
を
掲
載
し

ま
し
た
。

　

九
州
北
部
豪
雨
災
害

後
、
た
く
さ
ん
の
メ
デ
ィ

ア
で
防
災
情
報
が
発
信

さ
れ
、
あ
ま
り
の
情
報
量

に
困
惑
を
し
て
い
る
人

も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
記
事
で
は
「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

意
識
を
持
っ
て
頂
き
た

い
と
の
思
い
で
、
情
報
を

掲
載
し
ま
し
た
。

　

夏
の
季
節
は
梅
雨
時

期
が
明
け
て
も
、
積
乱
雲

な
ど
の
発
生
が
十
分
起

こ
り
え
ま
す
。
更
な
る
防

災
意
識
を
持
っ
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

愛の

ご寄付

【　住　所　】　　【  死  亡  者  】　　【  年  齢  】　　【  御  遺  族  】



８月（１日～ 15日）

●第 30 回阿蘇郡市人権同和教育研究大会
　（8：30 ～／高森町民体育館）

●７～８か月児健康相談
　（9：30 ～／高森総合センター）
●在宅老人福祉事業
　（10：00 ～／高森町朋遊館）

●移動子育てひろば
　（10：00 ～／草部総合センター）

●在宅老人福祉事業（10：00 ～／高森町朋遊館）
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７
月
は
住
民
健健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
！

　
　
　

①
健
康
検
査
、
胃
が
ん
検
診
、
腹
部
超
音
波
健
診
の
受
診
者
は
、
前
日
の
夜

　
　
　

①
健
康
検
査
、
胃
が
ん
検
診
、
腹
部
超
音
波
健
診
の
受
診
者
は
、
前
日
の
夜

　
　
　
　

９
時
以
降
の
飲
食
は
抜
い
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

９
時
以
降
の
飲
食
は
抜
い
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

②
通
院
中
や
治
療
中
の
人
で
も
特
定
健
診
（
健
康
診
査
）
を
受
け
る
必
要
が

　
　
　

②
通
院
中
や
治
療
中
の
人
で
も
特
定
健
診
（
健
康
診
査
）
を
受
け
る
必
要
が

　
　
　
　

あ
り
ま
す
。
受
診
し
て
自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

あ
り
ま
す
。
受
診
し
て
自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

③
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、保
険
証
・
受
診
券
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　

③
健
康
診
査
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、保
険
証
・
受
診
券
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　

④
指
定
さ
れ
た
場
所
以
外
の
会
場
で
も
健
診
の
受
診
が
で
き
ま
す
。
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会
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で
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診
の
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が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

７月（16日～ 31 日）

●移動子育てひろば
　（10：00 ～／草部総合センター）

 ★

 ★

 ★

●在宅老人福祉事業（10：00 ～／高森町朋遊館） ★

 ★

●移動子育てひろば
　（10：00 ～／高森町朋遊館）  ★

 ★

 ★

●ヤマメつかみ取り大会
　（10：00 ～／高森湧水トンネル公園）  ★

 ★

●英語キャンプ
　（13：00 ～／奥阿蘇キャンプ場）  ★

 ★

●草部吉見神社夏季大祭（10：00 ～／草部）  ★

※在宅老人福祉事業とは、社会福祉協議会が取り組んでいるサロンのこと（有料）

日 に ち日 に ち 実 施 会 場実 施 会 場 受 付 時 間受 付 時 間 行 政 区行 政 区

７／１９
（土）

草部生涯学習センター
体育館

8：00 ～   9：00 草部
9：00 ～ 10：00 菅山・下切

７／２０
（日） 〃

8：00 ～   9：00 芹口
9：00 ～ 10：00 永野原

７／２１
（月） 高森町朋遊館

8：00 ～   9：00 津留１・津留２
9：00 ～ 10：00 野尻１・野尻２

７／２２
（火）

河原生涯学習センター
体育館

8：00 ～   9：00 河原１
9：00 ～ 10：00 河原２

７／２３
（水）

尾下体育館
★マンモグラフィ検診及び
　子宮がん検診は実施なし

8：00 ～   9：30 尾下１・尾下２

７／２４
（木） 高森自然学校体育館

8：00 ～   9：00 中
9：00 ～ 10：00 矢津田

７／２５
（金） 上色見総合センター

7：30 ～   9：00 洗川・大村
9：00 ～ 10：00 東中原・西中原・前原

７／２６
（土） 高森中学校体育館

7：30 ～   9：00 昭和
9：00 ～ 10：00 村山

７／２７
（日） 〃

7：30 ～   9：00 横町
9：00 ～ 10：00 森・冬野・津留

７／２８
（月） 〃

7：30 ～   9：00 旭通
9：00 ～ 10：00 上在

７／２９
（火） 〃

7：30 ～   9：00 下町
9：00 ～ 10：00 天神・上町

７／３０
（水） 色見総合センター

7：30 ～   9：00 小倉原・戸狩
9：00 ～ 10：00 山鳥・井上

７／３１
（木） 〃

7：30 ～   9：00 中園
9：00 ～ 10：00 西丁


